
 

   ２０２２年 ６月１２日 

    ysunata@biglobe.jp   

  

２ ０ ２ ２ ． 6 ． １ 2

 

禁無断転載 
複写配布 

 245 
Tel  67-4322 
FAX 67-4842  

何 で も 
ご相談を 

℡ 67-4322 

物
価
高
騰
が
家
計
に
も
、
学
校
給
食
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

新
日
本
婦
人
の
会
小
矢
部
支
部
は
６
月
３
日
、
桜
井
市
長
と
栢
元
教
育
長
に
面
会

し
「学
校
給
食
へ
の
公
的
援
助
を
急
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
保
障
し
て
く
だ
さ

い
」と
要
請
し
ま
し
た
。
要
請
に
訪
れ
た
の
は
上
田
由
美
子
支
部
長
他
３
名
で
、
砂

田
市
議
も
同
席
し
ま
し
た
（写
真
）。
要
請
項
目
は
次
の
２
つ
で
す
。 

① 

食
料
品
や
配
送
コ
ス
ト
の
値
上
げ
に
よ
っ
て
、
給
食
内
容
が
削
ら
れ
た
り
、

給
食
費
の
保
護
者
負
担
が
増
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
公
費
の
補
助
を
増
や

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

② 

国
際
情
勢
に
よ
っ
て
食
の
供
給
や
安
全
が
お
び
や
か
さ
れ
な
い
よ

う
、
給
食
に
地
場
産
、
国
産
の
食
材
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

新
婦
人
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
「子
ど
も
た
ち
が
給
食
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」、
「給
食
が
子
ど
も
の
大
切
な
栄
養
補
給
に
な
っ
て
い
る
家
庭
も
あ
る
」、

「子
ど
も
た
ち
が
み
ん
な
一
緒
に
食
べ
る
の
で
お
い
し
い
の
だ
と
思
う
し
、
残

さ
な
い
」、
「給
食
費
が
一
人
月
５
千
円
も
す
る
。
せ
め
て
第
二
子
、
第
三
子

の
給
食
費
を
無
償
に
で
き
な
い
か
」な
ど
の
声
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

市
は
「給
食
費
の
値
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
し
、
給
食
内
容
を
維
持
す
る
、

そ
の
た
め
に
積
極
的
に
対
応
し
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。 

「県
下
一
高
い
」と
異
論
噴
出 

 
 

 

 

小
矢
部
市
の
下
水
道
受
益
者
負
担
金

は
32
年
前
、
１
９
８
９
年
12
月
議
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。
当
初
市
は
９
月
１
日

に
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
７
２
２

円
に
し
た
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

県
下
一
高
か
っ
た
た
め
、
砂
田
委
員
を
は
じ

め
ほ
と
ん
ど
の
委
員
か
ら
異
論
が
出
さ
れ
、
９

月
議
会
に
は
提
案
さ
れ
ず
、
12
月
議
会
で
の

議
決
と
な
り
ま
し
た
。 

 

砂
田
市
議
の
質
問
に 

「精
一
杯
引
き
下
げ
の
努
力
を
す
る
」

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
本
助
役(

当
時)  

 

こ
の
問
題
を
９
月
議
会
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
た
砂
田
議
員
は
、
①
受
益
者
負
担
金
を

算
出
す
る
基
礎
に
な
る
工
事
費
か
ら
、
幹
線

工
事
費
（小
矢
部
市
か
ら
流
域
下
水
道
に
接

続
す
る
ま
で
他
市
に
比
べ
て
距
離
が
遠
い
事

情
が
あ
る
）や
国
の
補
助
金
の
分
を
差
し
引
い

て
、
市
民
の
受
益
者
負
担
金
を
軽
減
す
る
こ

と
、
②
富
山
市
が
そ
の
よ
う
に
し
て
４
１
９
円

に
抑
え
て
い
る
実
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

当
初
案
の
引
き
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。
砂
田

議
員
の
再
質
問
、
再
々
質
問
に
石
本
助
役
（当

時
）は
つ
い
に
「精
一
杯
引
き
下
げ
の
努
力
を

す
る
」と
答
え
、
12
月
議
会
で
現
在
の
受
益

者
負
担
金
に
な
り
ま
し
た
。 

  

 

「明
る
い
小
矢
部
」が 

 

市
政
を
動
か
し
た 

 こ
の
９
月
議
会
で
の
議
論
を
報
じ
た
「明

る
い
小
矢
部
」
89
年
11
月
15
日
付
に
対
し

て
、
同
年
12
月
議
会
最
終
日
、
産
業
建
設
常

任
委
員
長
が
「共
産
党
が
市
民
に
混
乱
と
戸

惑
い
を
与
え
た
」と
攻
撃
し
、
議
案
審
査
結
果

報
告
と
は
無
関
係
に
「共
産
党
に
抗
議
す
る
」

と
述
べ
る
異
例
の
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
日

本
共
産
党
と
砂
田
市
議
は
た
だ
ち
に
議
長
に

「厳
重
な
対
処
」を
要
求
し
ま
し
た
。 

「明
る
い
小
矢
部
」は
議
会
で
の
議
論
や
市

政
の
問
題
点
を
リ
ア
ル
に
市
民
に
知
ら
せ
、
改

善
方
法
を
示
し
、
世
論
の
力
で
市
政
を
前
進

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
主
権
者
・市
民
の
声
が
妨

害
を
乗
り
こ
え
る
力
を
発
揮
し
、
政
治
を
変

え
ま
す
。
こ
の
伝
統
は
現
在
に
も
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。 

「
下
水
道
が
来
た
ら
ど
ん
な
負
担
が
あ
る
の
で
す
か
。
」 

あ
る
集
会
で
下
水
道
の
負
担
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
が
市
内
で
も
か
な
り
普
及
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い

う
地
域
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◎

下
水
道
受
益
者
負
担
金 

 

下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
つ
な
い
だ
と
き
に
一
度
だ

け
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
下
水

道
整
備
費
の
一
部
を
利
用
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
制

度
で
す
。
三
年
間
で
分
割
払
い
で
す
。
一
度
に
納
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。 

◎

下
水
道
使
用
料 

  

そ
の
後
、
毎
月
の
使
用
料
が
求
め
ら
れ
ま
す
（今
年
度
か
ら
２
ヵ
月
分
ま
と
め
て
請

求
さ
れ
ま
す
）。
下
水
道
の
維
持
管
理
費
用
の
一
部
負
担
で
す
。
そ
の
料
金
は
上
水
道

の
使
用
量
に
よ
っ
て
請
求
さ
れ
ま
す
。
１
０
立
方
メ
ー
ト
ル
１
６
５
０
円
で
す
。
井
戸

水
の
場
合
は
、
世
帯
人
数
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
二
人
世
帯
は
１
６
５
０
円
で
、

一
人
増
え
る
毎
に
４
立
方
メ
ー
ト
ル
分
（６
６
０
円
）加
算
さ
れ
ま
す
。 

◎

受
益
者
負
担
金
は
宅
地
面
積
に
応
じ
て 

 
 

 

住
宅
の
最
高
限
度
額
48
・９
万
円 

  

下
水
道
の
受
益
者
負
担
金
は
住
宅
の
宅
地
面
積
に

応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
住
宅
地
の
場
合
、
１
㎡
６
５
２

円
で
す
。
し
か
し
、
宅
地
が
広
い
農
家
な
ど
は
莫
大
な
金
額
に
な
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
小
矢
部
市
で
は
５
０
０
㎡
ま
で
は
単
価
６
５
２
円
で
す
が
、
５
０
０
㎡
か
ら
１
０

０
０
㎡
ま
で
は
そ
の
半
分
に
軽
減
し
ま
す
（３
６
２
円
）。
１
０
０
０
㎡
以
上
は
免
除
す
る
の
で
、
住

宅
地
の
場
合
最
高
額
が
48
万
９
千
円
に
な
り
ま
す
。
宅
地
面
積
４
０
０
㎡
な
ら
26
万
８
０
０

円
、
６
６
０
㎡
な
ら
37
万
８
１
６
０
円
で
す
（表
参
照
）。 

新
日
本
婦
人
の
会
小
矢
部
支
部 

上
田
由
美
子
支
部
長
ら 

市
長
、
教
育
長
に
要
請 

後日談 

 

３２年前の議論 

  


